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Abstract 
The focus of higher education quality assurance has shifted from input-based to outcomes-based 
approaches, requiring institutions to demonstrate not only what and how they instruct their students, 
but also what students actually learn.  Such emphasis on learning outcomes requires faculty to 
sharpen their “expert judgment” on “what students should know, understand, and be able to do,” and 
“how” to assess student learning. 
The purpose of this paper is to demonstrate the potential of “test item banks” as a tool to generate 
among faculty common understandings of abstract level disciplinary competence frameworks, 
through collaborative development of test items requiring concrete level discussions on learning 
outcomes.  The paper will first focus on the lessons learnt from the OECD-AHELO Feasibility 
Study, which provided an impetus to develop the “Tuning Test Item Bank.”  Secondly, the paper 
will outline the purposes and design of the test item bank currently being developed by Japanese 
mechanical engineers, and discuss the implications drawn from the collaborative work during 2014.  
The paper will conclude by indicating the future direction of the test item bank for mechanical engi-
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Credit Hours）」の見直しである。15 時間の授業の履修を１単位相当、120 単位の取得を学士学位相
当とみなすカーネギー単位時間の考え方は、20 世紀初頭の米国において、大学教員のための年金制
度に加入する資格のある教育機関を同定する目的で導入され、連邦奨学金受給資格の基準（15 時間

















いかなる環境条件下で効果的かを明らかにしていくことであると締めくくっている（Silva, E., White, 
T., and Toch, T., 2015）。 
1999 年に始動したボローニャ・プロセスを通して欧州高等教育圏の確立を目指してきた欧州でも、
欧州単位互換累積制度（European Credit Transfer and Accumulation System, ECTS）の下で、「学習量
(workload)」の考え方が採用されている。すなわち、欧州の学生の１年間の平均総学習時間 1500～












































































ての知識・能力と専門職としての知識・能力」(Graduate Attributes and Professional Attributes）である
（IEA, 2013）。 
欧州でも、欧州技術者教育認定ネットワーク(European Network for Accreditation of Engineering 
Education, ENAEE)において、欧州技術者教育認定（European Accreditation of Engineering Programs, 
EUR-ACE）制度が 2004 年に発足し、ENAEE が認証するアクレディテーション団体（2014 年 12
月現在 13 団体）によって EUR-ACE 基準を満たしていると適確認定されたプログラムに対して、












































































































校）の学生 504 人（土木工学プログラムの学生全数、回答率 12～100％・平均回答率 65％）の参加
のもとに、2012 年４月 23 日から５月 25 日の期間に実施した（OECD, 2012a, pp.147-172）。 
テストは、問題プールから多肢選択式問題 25 問と記述式問題１問を項目反応理論に基づいて組み































られた（OECD, 2012a, pp.173-180;OECD, 2013, pp.90-95）。 
 
1.5 OECD-AHELO フィージビリティ・スタディの成果と課題 
1.5.1 技術諮問グループと OECD の見解 
OECD-AHELO フィージビリティ・スタディでは、教育調査及び高等教育研究の専門家から構成
される技術諮問グループ(Technical Advisory Group, TAG)が設置され、専門的・客観的な立場から取






















































































































































































































































図２は、Tuning テスト問題バンクの活動の概要である。平成 26 年度には、18 機関 32 人の工学・
教育学専門家の協力の下に、「機械工学分野のコンピテンス枠組み」（表２）に基づいて、多肢選択





共有することを通して、国際通用性を担保することにも努めた（Cross-Border Learning Outcomes 
Collaboration in Engineering, CLOCE)。 












































































































































（http://www.nier.go.jp/koutou/ahelo/2014/report.pdf）（2014 年 12 月 1 日アクセス） 
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注 
1)  ここではチューニングにおける概念整理に基づいて、「コンピテンス」とは、知識や能力が有機的に結合したも
のであり、学位プログラムを履修した総合的な成果として学生が獲得することが期待されている。それに対して
「学習成果」とは、学生がカリキュラムの履修を通して習得することが期待されている具体的な知識・技能・態
度をさす。学位プログラムを構成する各科目を担当する教員によって、学位プログラムの中で追求されるコンピ
テンスと対応づけられながら、教育内容（コンテンツ）と紐づけられて具体的に定義される学習成果は、単位認
定の根拠として、科目に割り当てられた時間内に達成可能であり、かつ客観的指標で測定可能でなければならな
い（ゴンサレス・ワーヘナール（深堀・竹中訳）、2012 年）。 
 
